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➢ 2023年 6月 17日  第 3回 JACS-NEXT中国四国支部セミナー 

 「多職種合同呼吸器外科カンファレンス」 

本企画の趣旨は、呼吸器外科医師のみならず、看護師、理学療法士、管理栄養士、歯科医師、地域医療連携室など、 

各プロフェッショナルの視点から症例を掘り下げ、多職種でディスカッションを行う事でした。手術室スタッフの術中出血

のシミュレーションから終末期の在宅療養支援まで多岐にわたる計 6 つの一般演題と、周術期管理・リハビリ・医療安

全のエキスパートを招いた特別講演を通して今までにない非常に有意義なディスカッションを行う事が出来ました。岡

山・広島・高松・松山の 4会場＋WEB開催で、172名もの当日参加を頂きました。   

  

➢ 2023年 7月 15, 16日  第 61回日本肺癌学会 中国四国支部学術集会 （高松） 

 「術中・周術期トラブル ～決めろ！リカバリーショット～」  

術中・周術期のトラブルに対し、NEXT世代がどのように方針決定・対策をして自らリカバリーを決めたか、というテーマ

で発表・討論を行いました。各施設の取り組みや工夫、ストラテジーを共有し、呼吸器外科医としての引き出しが増え、

ステップアップ出来る良い機会でした。 

 「呼吸器内科・呼吸器外科合同症例検討会 -肺癌治療の選択肢-」   

分子標的薬や免疫チェックポイント阻害薬の登場によって、更に治療選択肢が増加し、複雑化してきた IIIA期肺癌の治

療に関して、呼吸器内科・外科それぞれの立場から意見を出し合い、活発なディスカッションを行いました。 

  

➢ 2023年 8月 31日-9月 1日 第 98回中国四国外科学会総会 （徳島）   

 単孔式胸腔鏡下手術 ハンズオンセミナー 

昨今“究極の低侵襲手術”として導入施設が増加している単孔式胸腔鏡下手術 (Uni VATS)ですが、そのトップランナ

ーである墨東病院・江花弘基先生を講師に迎え、コツや単孔式手術特有の器具の使い方をご教示頂き、非常に濃密な

セミナーとなりました。 

 U40企画：「今しかない！エキスパートに直接聞こう！！ 

-苦手克服のポイント、 手術のコツ、展開の極意、認定医獲得に何が足りない？-」 

岡山大学・豊岡伸一先生をエキスパートとして迎え、呼吸器外科医としての実力が問われる“染み込みリンパ節”や“ス

リーブ切除”等の高難易度手術にどう対処するかを伺う大変貴重な機会でありました。   

  

➢ 2024年 3月 9, 10日  第 4回 JACS-NEXT中国四国支部ホットスプリングセミナー（松山） 

本研究会の趣旨は、呼吸器外科領域で経験した「失敗・反省症例」の問題点を挙げ、どうすれば改善できるかを議論す

る事でした。各施設から、治療や方針決定に難渋した一般演題を発表頂き、更に中国四国支部アドバイザーである鳥

取大学・中村廣繁先生より、「みんなで考えよう！呼吸器外科における安全文化」と題した特別講演を賜りました。一般

演題では白熱した議論が交わされ、特別講演では“安全な手術とは何か？安全な手術を行うために我々が考えるべき

事は何か？”“チームビルディングの重要性”を実際の症例を通して解説して頂き、感銘を受けました。 

また本企画のもう 1 つの趣旨は、研究会後に懇親会を開催し、若手呼吸器外科医の繋がりを更に深める事でした。松

山・道後で開催し、研究会 30名・懇親会 26名の参加者を迎え、大変盛況な会となりました。 



 


